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京都文教大学オリジナルグッズ「墜茶J
一一一「日本茶に関するアンケーれから一一一
序
町おこし、地域の連携、大学等の教育機
関と地元の協力など、地域レベルでのさま
ざまな活動の奨励と必要性が語られるよう
になって久しい。本稿は、京都文教大学が
取り組んだオリジナルグッズの制作、販売
をとおして、新しい大学の取り組みの 1つ
について論じるものである。
宇治市に位置する京都文教大学では「宇
治茶」を使ったオリジナルグッズを販売し
ている。このグッズは京都文教大学職員が
中心となり制作し、 2001年7月に発売され
た。グッズ制作にあたっては、「宇治市内
に位置する大学であること」と「宇治の特
産品であるお茶」との関わりが重視された。
この論文では、オリジナルグッズとしての
お茶の販売と、近年のお茶ブームでの大学
生、短大生の「お茶」への関心から、大学
オリジナルグッズ販売までの経緯と、アン
ケート結果による学生の反応をみる。
アンケートは、 2001年度、 2002年度の京
都文教大学人間学部文化人類学科開講科目
「白文化を考える（2001年度杉本星子担当、
2002年度松田凡担当）」の授業時に実施し
た。 2000年度より筆者は同授業において、
アンケ…トの作成、実施、分析に関する数
回の講義を担当し、 2001・2002年度は「お
茶に関するアンケート J として受講生を対
象にまず、被調査者としての役割をさせ、
その分析結果を授業時に公開してきた。今
回のアンケート結果はその時のものであり、
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2001年度は120名、 2002年度は169名からの
回答を得たうえで、統計ソフトSPSSlO.0 
Jにより解析をおこなった。
1.「撃茶Jー オリジナルグッズの作成
γ宇治」と聞いて連想するものの一つは
「宇治茶」であり、「茶葉」を素材とする
商品も多く出まわっている。京都文教大学
では、かねてより大学のオリジナルグッズ
の制作、販売が計画されていた。 2001年、
職員の間でこれまでの課題に取り組むため
のいくつかのプロジェクトチームが発足し、
一つのチーム「文教チャちゃ茶Jが文教オ
リジナルグッズの制作と販売にあたること
となった。
そのグッズ制作の 1つのきっかけとなっ
たのが、服部製茶場代表者服部明信さんか
らの学生の茶摘体験への誘いであった0
1999年、宇治市では「第4次総合計画J の
策定が検討されており、「まちの人の声を
きくため」に市民公募による γ宇治市市民
まちづくり会議J委員によって提言書がま
とめられた。（この提言は r宇治市第4次
総合計画」に反映されている。）「まちづく
り会議」委員であった服部さんと同会議の
委員長を務めた川本卓史学長補佐により、
「宇治に位置する大学j と γ宇治の特産品
であるお茶J の接点がつくられた。
その後、その誘いは佐々木昭道学生課課
長へ伝えられ、「お茶摘みとオリジナルグ
ツズム「宇治にある大学だからお茶いこ
か」と、宇治茶と関連するグッズの制作が
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計画された。 2001年5月、京都文教大学学
生が宇治市宇治白川にある服部製茶場でお
茶摘をした。そして、服部さんから秋の肥
料入れなど今後の畑の手入れにも関わるこ
とが提案され、何も関連のないところから
グッズをつくるのではなく、関わりのある
ところから制作し、それを京都文教学園の
グッズのーっとすることとなった。
宇治で収穫された茶葉のみの煎茶の販売
の準備が行われ、 6月に煎茶とグリーンテ
ィーの試飲会が大学で催され、その時にお
茶の「ネーミングJ と rパッケージデザイ
ンJ が募集された。そして、「撃茶」とい
う商品名と、 f皐茶」、「京都文教」という
ロゴの入ったデザインが採用された。 7月
には、 100g入り1000円、 50g入り500円で
販売が開始され、学内掲示、大学の案内ノf
ンフレット、ホームページ、学園広報誌、
学生の保護者あての案内などにおいて宣伝
されるようになった。
2.京都文教生と γ墜茶」
ここでは、 2001・2002年に実施したアン
ケート結果をもとに、日本茶に対する好み、
r宇治茶」、そして「肇茶J の認知度など
をみていき、京都文教生と「皐茶」につい
て、オリジナノレグッズとしての商品価値、
グッズの売り方、宣伝などの販売戦略につ
いて考える。
( 1 ）調査対象と調査方法
本アンケートの調査対象者は、「白文化
を考えるJ を履修する京都文教大学、京都
文教短期大学の学生であり、この授業は、
人間学部文化人類学科1回生に必修授業と
して開講されている。そのため受講生の多
くは 1回生であるが、臨床心理学科、短期
大学に所属する学生も受講することができ
る科目である。 2001年度は10月4日、 2002
年度は10月31日に実施した。 2001年度は回
答者120名、男性45名（37.5%）、女性74名
(61. 7%）、不明1名（0.3%）であり、
2002年度は回答者172名、男性53名
(30. 8%）、女性116名（67.4%）、不明3
名（1.7%）である。 2002年度は大学での
所属についてもきいた。文化人類学科112
名（65.1%）、臨床心理学科6名（3.5%）、
短期大学51名（29.7%）、その他1名
(0. 6%）、不明2名（1.2%）であった
【グラフ 1Jo 
調査方法は、調査票をもちいたアンケー
ト調査とし、授業時間中に無記名で回答を
してもらった。アンケートを実方包するにあ
たり、調査の意図、結果の取り扱い等の事
項についてはアンケートの表紙に明記する
とともに、回答の前に筆者が音読した。
【グラブ 1〕
Q. あなたの所属を教えてください。
<2002年度＞
その他 欠損
( 2 ）日本茶の好みと飲み方
「日ごろ以下の飲み物をどの程度頻繁に
飲みますかoJ という質問をし、「水、日本
茶、ウーロン茶、コーヒ一、紅茶、炭酸飲
料水、果汁入り飲み物Jなどを選択肢とし
てきいたところ、日本茶を「よく飲む、
時々飲むJ と答えた人は最も多かった0
2001年度は79.2%、2002年度は73.8%であ
り、数ある欽み物の中で日本茶を欽む機会
が多いことがわかる。そして、「日本茶が
好きかJ という質問には、 2001年度、好き
82.5%、どちらでもない15.8%、嫌い
0.8%、不明0.8%、2002年度、好き74.4%、
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どちらでもない22.7%、嫌い1.7%、不明
1.2%であり、 2002年度の結果では、ほぽ
75%が γ好き」と回答しているように、日
本茶は好まれ、よく飲まれている｛グラブ
2］。
そして、「日本茶を飲むとき、どのよう
なお茶を飲むか」という質問（2002年度）
に対しては、「し茶葉から出したお茶、
2.ティーバッグを使ったお茶、 3.ペッ
トボトルのお茶」の選択肢で開いたところ、
「よく飲む、時々飲む」と答えたのは、ペ
ットボトル（76.3%）、茶葉（64.1%）、テ
ィーバッグ（52.1%）の順で、いろいろな
形で出された日本茶を飲んでいることがわ
かる。
近年多くのメーカーから多様な製品が販
売されているペットボトルのお茶を手軽に
飲む機会が増加しているなかで、日本茶は
好まれ、それを飲む機会も増加していると
思われる。
｛グラフ 2]
Q. あなたは「日本茶」が好きですか。
<2002年度＞
嫌い
( 3 ）「宇治茶Jの認知度
このように、白本茶を飲む機会はあって
も「宇治茶を飲むJ という機会はどのくら
いあるのであろうか。「宇治茶を飲んだ、こ
とがありますか」という質問には、 2001年
度は、 47.5%が「はいJ と答え、 44.2%が
「分からない」、 8.3%が「いいえ」として
いる。 2002年度は、 45.3%が「はいJ、
43.6%が「わからないJ、10.5%が「いい
えJ、不明o.6%である｛グラフ 3］。
r宇治茶」を飲んだことのある学生は過
半数近くいるものの、問時に「分からな
い」と答える者も多く、飲んだ、ことのある
学生の割合と 2～ 3%の差があるのみであ
る。たとえ宇治茶を飲む機会があったとし
てもそのお茶を「宇治茶」と認識しながら
飲んでいないことが予想、できる。
｛グラフ 3]
Q.「宇治茶」を飲んだ、ことがありますか。
<2001年度＞
<2002年度＞
( 4)「撃茶」の認知度
では、オリジナルティー「撃茶J の場合
はどうであろうか。 2001年度の結果からは、
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54.2%が γはい」と答え、 2002年度にはそ
れが57.6%と多少の増加をみることができ
る｛グラブ 4］。大学としての認知度をみ
るために、「撃茶の販売を知っているか」
と r所属」とのクロス集計により、大学生、
短大生の認知度を比べると、大学生の
64. 6%が「撃茶」の販売について知ってお
り、短大生は46%である｛グラフリ。大
学生への認知度は 3分の 2程度に寵まって
おり、短大生にいたっては過半数を割って
いる状況にある。まずはグッズの存在を学
生たちに知ってもらう必要性がある。
｛グラブ 4]
Q.“大学オリジナルティー「撃茶」”が販売され
ていることを知っていますか。
<2001年度＞
いいえ
<2002年度＞
いいえ
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( 5 ）オリジナルグッズとしての「撃茶J
とその購入
オリジナルグッズとして「撃茶Jが販売
されていることがまだあまり知られていな
いと思われる中で、どれだけの学生たちが
実際に「撃茶」を購入したのであろうか0
2001年度65名が「翠茶」について知ってい
たが、その中で購入したのは 2名であり、
購入理由は2001年度の2名は「お土産J と
して購入し、 2002年度の4名のうち 3名は
「お土産J として、 1名が「大学オリジナ
ルのものだからJ と答えている。
では、知っていても購入しない理由はな
んであろうか。複数回答できいたところ、
2001年度は、 20名が「値段が高い」、 18名
が「どこで買えるのかわからなかったム
6名が「お茶を飲まないから」、 2名が
「お土産としてはふさわしくなし汁と答え
た。 2002年度は、 29名が rどこで買えるの
かわからなかったJ、23名が「値段が高い」、
11名が「お茶を飲まないから」、 2名が
「お土産としてはふさわしくない」などと
答えている。両年のアンケートの結果とも
「値段の高さJ と γどこで買えるのかわか
らなかった」を選ぶ学生が多く、この 2点、
はこれまでの販売方法の問題点を指摘する
もので、今後に検討の余地のあるところで
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あると思われる。
まず、「値段の高さ」であるが現在の100
g入り1000円、 5og入り500円という値段
は市価の3割引ほどであり、販売している
大学はまったく利益を得ていない。このこ
とから考えると、有名ブランドとして売ら
れている r宇治茶J のこれ以上の値引きは
大学に損失をもたらす。そして、「購入場
所」であるが、販売促進の方法としては何
らかの手段があるように思われる。現在は
大学学生課が購入場所となっているが、購
入場所を「撃茶」の宣伝とともに学生たち
に周知させることができれば、さらなる販
売が期待できると思われる。
「お茶」という商品については、学生た
ちの生活の状況に目を向ける必要がある。
アンケートに答えた学生たちは、 28.5%
(49名）が一人で暮しているのみであり、
70. 9% (122名）は家族あるいは友人など
とともに生活している｛グラフ 6］。お土
産としてのグッズであるならば、帰省先が
なければならず、自宅から通っている学生
にとって必要ではない。そして、帰省先が
静岡県などの他のお茶の産地である場合は
実家から十分にお茶が送られてきており、
実家がお茶農家で飲み比べるために購入す
る例もあったが、日常の生活の中で購入す
る必要がない。
［グラフ 6]
Q.現在、 1人暮しですか。
<2002年度＞
欠損
( 6 ）学生へのアンケートから
以上のように、アンケートの結果から学
生たちの「日本茶」についての好み、異な
った種類の飲み物を飲む頻度、 γ宇治茶」
とオリジナルティー「撃茶Jの認知度、
r撃茶」の購入理由などをみてきた。学生
たちに日本茶は好まれる欽み物であり、ペ
ットボトルその他の形で日常頻繁に飲まれ
ている。しかし、宇治のブランドである
γ宇治茶」は学生たちにとって意識して
「宇治茶」として飲まれてはいないようで
ある。「宇治茶100%Jのお茶として販売し
ている「皐茶」もオリジナルグッズとして
のまだ知られておらず、値段の高さ、購入
場所の認知の低さなどの問題点もみること
ができた。
γ宇治＠お茶＠大学オリジナノレJ という
関連性は大学側からすれば分かりやすいが、
学生にとっては大学オリジナノレグッズとし
てどの程度必要であるかという点について
検討されるべきであろう。次節では、今後、
学生たちに γ宇治＠お茶＠大学オリジナ
ノレ」という関連性を見出してもらうべくど
のような取り組みができるのかについてみ
ていく。
3.大学オリジナル＠グッズとしての
「撃茶」の売られ方
学生が購入するだけでなく、「皐茶J は
京都文教大学就職課、入試広報課、文化人
類学科教員なども購入している。筆者は個
人的に毎日飲むお茶として購入したが、就
職謀、入試広報課は企業訪問のときなど大
学外への手土産として、文化人類学科教員
はフィールドワーク実習の実習地への手土
産としている。その他にも、来校者にちょ
っとした荷物にならない程度のお土産とし
て渡すこともある。学生課課長としてこの
「翠茶」の制作と販売に関わっている佐々
木昭道さんによれば、就職謀、入試広報課
が手土産に r皐茶」を持参する場合は、
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「“このお茶は、大学オリジナルで学生が
実際に手入れをした茶畑で収穫されたもの
です。”などと話すこともできるりといい、
「宇治にある大学、そして学生たちについ
て話をするきっかけともなるoJ と話して
いる。
そして、佐々木さんは大学が宇治にある
というメリット、土地ならではの特色を活
かした活動の継続を強調する。学生たちは
2001年に茶摘をした後、秋には肥料入れ、
2002年5月に茶摘に参加している。学生た
ちが手入れをした茶畑で収穫された茶葉が
大学オリジナルティーとなり販売されると
ともに、このような学内の企画に参加する
学生たちは地域の文化や歴史などに興味＠
関心をもっきっかけを与えられる機会にも
なるであろう。
日本で最高級の茶葉として知られている
r宇治茶」は京都府内で生産されたものを
さすが、平成13年度京都府茶業進行方針の
中で、 γ京都府農業の中で、茶の租生産額
は米に次いで第2位（品目別）となってお
り、最も重要な振興品目の一つである。ま
た、全国ブランドである「宇治茶」は、生
産面だけでなく、流通＠文化面も含んだ地
域産業の振興にとっても、欠くことが出来
ない重要な位置を占めているところである
（京都府農林水産部農産流通謀： 1）。」と
され、お茶は京都府の中でも重要視されて
いるものである。京都府内でも茶闘の面積
は減少傾向にあるが、宇治市においては、
平成12年（2000年）に81.8haであり、昭
和62年（1987年）に93.0haであった時か
ら年々減少している（京都府農林水産部農
産流通課： 58）。生薬生産最も平成12年度
は344,96lkgであり、和束町5,552, 760kg、
宇治田原町1,932, 132kgと比べるとずい
ぶ、ん少ない（京都府農林水産部農産流通
課： 34-35）。平成13年（2001年）に出さ
れた γ宇治市第4次総合計画j の中でも、
宇治市の重要な産業としての茶業、観光の
ひとつの呼びものとしての宇治茶のよりー
層の発展が望まれている（宇治市： 70-
71）。このことからも、宇治という名前を
持つ宇治市がお茶を通して街づくりを進め
ていく中で、宇治市にある大学がそれに関
わるオリジナルグッズを手がけることで大
学と地域が結ぼれることになるのである。
結語
本稿では、京都文教大学オリジナノレク、ツ
ズ「撃茶」の作成と販売、学生への r日本
茶に関するアンケートJ をとおして大学と
地域を結ぶ1つの試みについてみてきた。
「宇治＠お茶＠大学」という関連からオリ
ジナルグッズを制作し、販売することは学
生たちに大学や大学のある地域について考
える 1つの機会を与えている。
そして、大学オリジナルグッズとして学
生のニーズ、宣伝、販売方法などいくつか
の改善点があるように思われる。オリジナ
ノレグッズと大学との関連を考えることと、
学生のグッズに対する必要性はその商品の
販売に影響する。そして、大学外へ自を向
けると、オリジナルグッズにより学生たち
の活動を知らせ、宇治に位置する大学であ
ることを伝える広報的役割も果たしている
といえるであろう。
今回取り上げた γ墜茶J は、オリジナル
グッズとして愛着を持てる商品であるのと
同時に、その素材となる茶葉の生育に関わ
る機会を持つことで学生たちに企画に参加
すること、大学のある宇治という地域の文
化＠環境に目を向ける機会を与えている。
このことから、グッズ制作、販売以上の効
果があると考えられ、今後もこれ以上の効
果が大いに期待できると思われる。そして、
学生にとってのオリジナルグッズであるこ
とを考慮する上で今回実施したアンケート
のように学生からの声をいろいろな形で聞
き、とり入れていくことも大学として成功
をもたらす 1つの要因であるようにも思わ
れた。大学の個性化、そして地域との連携
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が重要視されている今、オリジナルグッズ
を通して学生、大学、地域の結びつきがみ
ることで、今後の大学、地域がどのように
連携していけるのかの 1つの可能性をみる
ことができる。
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2002年に使用したアンケート（本稿のために多少
修正を加えである。）
「日本茶Jに関するアンケート
2002年10月
このアンケートは皆さんが日常「日本茶」をど
のように飲み、「宇治茶」に関してどのような情
報を持っているのかを明らかにするためのもので
す。「白文化を考える」の授業評価とは一切関係
がありませんので、日ごろの習慣を思い出しなが
ら回答してください。
アンケートの結果は、竹内摂当の授業でお知ら
せするのとともに、授業の教材、大学学生課資料、
調査資料としてのみ使用する予定です。質問によ
っては外部には公表しません。このアンケートに
ついて質問等がある場合は文化人類学科竹内裕子
( F239）までお願いします。
質問は14問あります。当てはまるものの番号にO
をつけてください。
質問1
日ごろ以下の飲み物をどの程度頻繁に飲みます
か。
選択肢：よく飲む時々飲む
あまり飲まない まったく飲まない
し水
2. 日本茶
3. ウーロン茶
4. コーヒー
5.紅茶
6. コーラなどの炭酸飲料水
7.オレンジジュースなどの果汁入りの欽み物
質問2
あなたは「E本茶」が好きですか。
1.好き
2. どちらでもない
3.嫌い
質問3
E本茶を飲むとき、どのようなお茶を、どの程
度頻繁に飲みますか。
選択肢：よく飲む時々飲む
あまり飲まない まったく欽まない
し茶葉（お茶の葉）から出したお茶
2.ティーバッグを使って入れたお茶
3.ペットボトルのお茶
4. その他
質開4
日本茶を飲みながら食事をすることがあります
か。
1.ある
2.時々ある
3.めったにない
4. ない
質問5
食事の後に日本茶を飲みますか。欽む習慣があ
りますか。
1.必ず飲む
2.時々欽む
3.飲まない
質問6
「宇治茶」を飲んだ、ことがありますか。
1.はい
2.いいえ
3.分からない
質問7
“大学オリジナルティー「撃茶」”が販売され
ていることを矢司っていますか。
しはい →質問8へ
2.いいえ → 質問11へ
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質問8
あなたは“大学オリジナルティー「撃茶」”を
買いましたか。
1.買った → 質問9へ
2.買っていない→ 質問10へ
質問9
質問8で、し買った を選んだ場合
どうしてあなたは“大学オリジナルティー「撃
茶」”を買いましたか。（複数回答可）
しお茶が好きだから（自分で飲む）
2.お土産に（人にあげる）
3.大学オリジナルのものだから
4.その他
質問10
質問9で、 2.買っていない を選んだ、場合
どうしてあなたは“大学オリジナルティー「撃
茶」”を買わないのですか。（援数回答可）
1.お茶を飲まないから
2.値段が高いから
3.お土産としてはふさわしくないから
4. どこで買えるのかわからなかったから
5.その他
質問11
現在、 l人暮しですか。
1.はい
2.いいえ
質問12
あなたの出身地（都道府県）はどこですか。
（ ） 都道府県
質問13
あなたの性別を教えてください。
1.男性
2.女性
質問14
あなたの所属を教えてください。
1.文化人類学科
2.臨床心理学科
3.短期大学
4.その｛也
以上で質問は終わりです。ご協力ありがとうござ
いました。
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ABSTRACT 
"Manabi固Cha＇にKyotoBunkyo Original Tea 
Yuko Takeuchi 
This paper discusses an attempt to produce Kyoto Bunkyo University Campus 
Original Goods. In 2001 Kyoto Bunkyo University (KBU) introduced its product, 
“Manabi-Cha", a packet of Japanese tea leaves produced in Uji City. This product was 
then sold as KBU original goods. KBU is located in Uji, which is famous for the pro-
duction of supreme Japanese tea, or切ιCha.The University directed its attention to 
the relation between KBU and tゲバha.
In this paper, I try to reveal the process through which it was decided that 
“Manabi-Cha”would be produced as campus goods, and the reaction of KBU students' 
toward this first attempt. In order to know students' opinions, I distributed question” 
naires in 2001 and 2002. From these results, I could point out that it is highly advisable 
to establish “Manabi-Cha”as campus goods in the future. 
This is the first trial for Kyoto Bunkyo University to produce campus goods from 
a famous product in the area where the university is located. It also shows the possibil” 
ity for future cooperation between the local community and educational institutions in 
the same area. 
